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４月１日現在の人口●男1,713人●女1,765人●計3,478人（前月比12）●転入42●転出27●出生2●死亡5●世帯数1,083（前月比15）

平成17年４月10日

月号

「創造性豊かな活力ある村づくり」を目指して
平成17年度当初予算決まる

総額44８８億８８,,２２３３２２万円
平成17年度の当初予算は、去る３月定例議会において可決されました。総額は、48億8,232
万円で、創造性豊かな活力ある村を村民の皆様といっしょに築いていくため、前向きに事業の推
進を行ない、足腰の強い村づくりを目指して予算編成を行ないました。
国庫補助負担金や地方交付税の改革等により、地方を取り巻く状況は厳しいものがありますが、
村第三次総合振興計画や行財政改革推進計画に基づき、健全財政の確保に留意しながら計画的な
事業実施に努めていきます。

※概要については次のページにおいて紹介します。

一般会計 29億1,186万円／特別会計 19億7,046万円

住民票や印鑑登録証明書などの交付業務を地域住民
に身近な郵便局に委託する「証明書交付事務」の協定
締結式が３月23日、村長室において行われ、日本郵政
公社東北支社の伊藤誠一企画課長、鈴木弘道福島県西
部連絡会長（北塩原郵便局長）が見守る中、高橋村長
と委託先となる穴沢裕幸桧原郵便局長が協定書に調印
し、４月１日からサービスが開始されました。
これらの取り組みは、郵便局の各種サービスに加え、
役場の窓口業務など複数の手続きを一箇所で受けられ
る（ワンストップサービス）ことから、より良い住民
サービスが提供できるものとして全国的にも注目され
ています。
なお、郵便局との間に本協定を締結した自治体は、

東北では７番目、本県では初めてとなっています。
▲調印した協定書を取り交わす高橋村長と穴沢裕幸桧原郵便
局長（右）



広報きたしおばら ②

各 特 別 会 計 の 予 算 額
会 計 名 会 計 の 内 容 予 算 額

国民健康保険事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 費 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

特定環境保全下水道事業特別会計

簡易排水施設事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

合　　　　計

医者にかかったときの医療費の一部を援助するための会計

水道を安全で安定的に使用してもらうための運営の会計

お年寄りの医療費の一部を援助するための会計

北山、大塩、裏磐梯の下水道整備、維持管理のための会計

小野川地区の下水道維持管理のための会計

早稲沢、金山、桧原地区の下水道整備、維持管理のための会計

介護の必要となった方を対象に介護サービスの給付を行うための会計

３億２，４７２万円

２億０，０１４万円

５億２，０３１万円

６億８，７６２万円

２０１万円

５，９９８万円

１億７，５６８万円

１９億７，０４６万円

村　税村　税
5億6,2436,243万円
（19.319.3％）

繰越金
7,000万円
（2.4％）

繰入金
5,963万円
（2.0％）

地方交付税地方交付税
1414億1,1231,123万円
（48.548.5％）

国庫支出金
8,141万円
（2.8％）

県支出金
9,978万円
（3.4％）

村　債村　債
3億8,9208,920万円
（13.413.4％）％）

その他
2億3,818万円
（8.2％）

総　　額
29億1,186万円

村　税
5億6,243万円
（19.3％）

地方交付税
14億1,123万円
（48.5％）

村　債
3億8,920万円
（13.4％）

総務費
6億1,5311,531万円
（21.121.1％） 民生費

2億4,758万円
（8.5％）総　　額

29億1,186万円

議会費
5,834万円（2.0％）

衛生費
3億5,4985,498万円
（12.2％）

農林水産業費
2億2,716万円（7.8％）

商工費
1億2,467万円（4.3％）

土木費
2億0,851万円
（7.2％）

消防費
1億0,055万円
（3.5％）

教育費
2億1,818万円
（7.5％）

災害復旧費
1,224万円
（0.4％）

公債費公債費
7億3,7333,733万円
（25.325.3％）

総務費
6億1,531万円
（21.1％）

衛生費
3億5,498万円
（12.2％）

公債費
7億3,733万円
（25.3％）

予備費
700万円（0.2％）

その他
1万円（0.0％）

一般会計 歳　入

一般会計 歳　出

平
成
17
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要



③ 広報きたしおばら

一般会計当初予算から主な事業の一部を紹介します。
（単位：万円）

◆企業誘致適地調査事業 1,000
◆桧原湖北岸マリーナ整備事業 3,500
◆柏木城入口駐車場整備事業
（大塩活性化センター周辺整備） 650
◆ラビスパ裏磐梯温泉ボーリング費 11,000
◆杉並区民へのＰＲ事業 600
◆裏磐梯高原曽原山別荘地販売事業 518
◆桧原湖一周レトロバス運行事業 265
◆生活路線バス格上げ対策事業
（裏磐梯～喜多方間、桧原～裏磐梯間） 2,800
◆法定外目的税導入事業 50
◆農業委員会選挙執行費 200
◆窓口証明交付事務委託費（桧原郵便局への委託）

46

◆介護予防・地域支え合い事業
（介護予防筋力向上対策） 598
◆少子化対策子育て支援奨励費 500
◆村社会福祉協議会運営事業補助金 1,499
◆在宅介護支援センター運営委託費 1,065
◆高齢者生活支援事業
（一人暮らし高齢者除雪など） 299
◆高齢社会対策推進事業（生きがい対策） 106
◆在宅福祉支援事業（介護用品の給付など） 288
◆敬老会等経費 560
◆生活支援ハウス運営委託費 836
◆身体障害者福祉事業 1,718
◆知的障害者福祉事業 1,288
◆生活安定健全育成支援費
（児童手当、小学校３年まで） 1,798

◆生活習慣病（成人病）検診等事業 726
◆温泉を利用した健康づくり推進事業 300
◆環境美化推進費
（放置廃棄物撤去、廃食油リサイクル） 364
◆ごみ対策費
（ごみ、資源物等収集処理） 4,607

◆農業振興費（中山間地域直接支払、
パイプハウス導入補助等） 4,673
◆ため池等整備事業負担金 662

◆農地排水路整備事業 1,100
◆森林病害虫防除事業（松くい虫駆除等） 343
◆農道整備事業 600
◆緑資源幹線林道事業（大規模林道） 35
◆国土調査事業 1,102
◆後継者確保対策費 56

◆村商工会補助金等 940
◆裏磐梯観光協会事業補助金 1,110
◆農業と観光のホームページ作成事業 60
◆桜峠さくらまつり事業 170
◆福島県ディスティネーションキャンペーン事業
（ＪＲとの連携による観光宣伝事業） 270
◆北塩原村ＰＲチラシ作成事業 210
◆裏磐梯エコツーリズム推進事業 175
◆磐梯山火山風評被害対策費 2,001

◆村道整備事業（剣ケ峯・狐鷹森線ほか）
8,750

◆公営住宅整備事業 4,228

◆情報教育推進費
（パソコン操作指導者の学校への派遣） 81
◆修学支援費（育英基金） 103
◆複式学級教員補充費（村単独分） 641
◆鼓笛隊衣装更新費 90
◆国内交流事業（いわき市、沖縄県東村） 185
◆北山・大塩地区幼稚園・小学校統合検討費 67
◆社会教育推進事業（公民館各種講座） 89
◆村史編さん事業 766

◆消火栓設置等工事（新設、嵩上げ） 163

◆河川災害復旧事業 1,156



広報きたしおばら ④

子育て支援のための奨励金支給制度を創設しました
～中学生以下のお子さんが

４人以上いるご家庭に
奨励金を支給～

村に住民登録がある方で、中学生以下の児童が
４人いる世帯には40万円、５人目以降１人につき
10万円の子育て支援奨励金を支給します。

転入により該当された世帯には、 のほかに転
入支援金として５万円を上乗せ支給します。

☆該当者には、後日関係書類を送付します。

■問い合わせ先 住民ふれあい課 ２３・３１１３

■受付時間
平日　午前８時30分から午後５時まで
（緊急事態の場合は、随時受付）

■相談窓口
住民ふれあい課　　 ２３・３１１３
保健センター　　　 ２８・３７３３
※会津児童相談所でも相談を受付してい
ます。

０２４２・２７・３４８２

職
員
給
与
５
年
前
と
比
較
し

約
１
億
1,000
万
円
削
減

村
で
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
職

員
の
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。
３
月
村
議
会
定
例
会

に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
平
成
17
年
度
当
初
予
算
の
職
員
給
与
の

合
計
額
は
、
約
３
億
７，

０
０
０
万
円
で
、
５
年
前
の
平
成
12

年
度
（
決
算
額
）
の
職
員
給
与
の
合
計
額
約
４
億
８，

０
０
０

万
円
と
比
較
す
る
と
、
実
に
約
１
億
１，

０
０
０
万
円
（
約
22
・

７
％
減
）
減
額
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

職
員
数
に
つ
い
て
も
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
67
人
で

す
が
、
５
年
前
の
平
成
12
年
は
81

人
で
、
14
人
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

村
で
は
、
今
後
も
職
員
数
の
削
減

を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
民
間
事
業
所
に
お
け
る

昇
給
停
止
の
実
態
に
鑑
み
、
本
村

で
は
、
平
成
14
年
４
月
よ
り
、
55

歳
以
上
の
職
員
に
対
し
て
昇
給
停

止
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■職員給与合計と職員数

区　分

職員給与
合 計 額

職 員 数

４億8002万円

81人

３億7088万円

67人

△１億914万円
（△22.7％）

△14人

平成12年度
（決算）

平成17年度
（当初予算）

比　　較



⑤ 広報きたしおばら

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
症
や
脳
血

管
性
痴
呆
症
な
ど
の
病
的
な
「
ぼ
け
」

は
、
一
般
的
に
「
痴
呆
」
と
呼
ば
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
で
は
平
成
16

年
12
月
24
日
よ
り
、「
痴
呆
」
と
い
う

呼
び
方
に
替
え
て
、「
認
知
症
」
と
い

う
用
語
を
使
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
認
知
症
」
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
近
年

大
き
く
変
化
。「
認
知
症
」
は
重
要
な

病
気
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
早
期

発
見
・
早
期
診
断
等
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
け
ん
こ
う
通
信
で
は
、「
正

し
く
知
ろ
う
認
知
症
」
を
テ
ー
マ
に
３

回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
「
認
知
症
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
今
、「
認
知
症
」
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
こ
れ
ま
で
の
誤
解
を
な
く
し
、
正

し
い
知
識
で
家
族
そ
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
支

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
認
知
症
」
に
関
す
る
相
談
窓
口
は

◎
住
民
ふ
れ
あ
い
課
健
康
づ
く
り
班

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

２
８
・
３
７
３
３

◎
北
塩
原
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　

２
８
・
３
７
５
６

次
回
は
、
正
し
く
知
ろ
う
「
認
知
症
」
②

〜
「
認
知
症
」
と
「
も
の
忘
れ
」
〜
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

正
し
く
知
ろ
う
認
知
症
①

村
長
の
給
料
月
額
20
％
減
額
な
ど

特
別
職
の
給
料
減
額

村
は
、
先
に
特
別
職
等
の
報
酬
・
定
数
等
諮
問
委
員
会
よ
り

答
申
の
あ
っ
た
内
容
を
踏
ま
え
、
３
月
村
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
特
別
職
等
の
給
料
を
減
額
す
る
条
例
改
正
案
を
提
出
し
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
村
長
の
給
料
月
額
７
０
３，

０
０
０
円
が
５

６
２，

４
０
０
円
（
20
％
減
額
※
特
別
職
等
の
報
酬
・
定
数
等

諮
問
委
員
会
で
は
15
％
減
額
を
答
申
）、
助
役
５
６
３，

０
０
０

円
が
５
３
４，

８
５
０
円
（
５
％
減
額
）、
収
入
役
・
教
育
長
５

２
８，

０
０
０
円
が
５
０
１，

６
０
０
円
（
５
％
削
減
）
と
な

り
、
１
年
間
で
約
２
６
０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
３
月
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議
会
議
員

の
報
酬
月
額
を
平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
10
％
を
削
減
す
る
議

員
提
出
に
よ
る
発
議
お
よ
び
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
定
数
を
２
人
削
減
し
10
人
と
す
る
（
現
在
12
人
）
条
例
案

が
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
村
政
運
営
を
担
う
村
執
行
部
や
関
係
機

関
等
に
お
い
て
、
改
革
の
痛
み
を
村
民
と
分
か
ち
合
う
姿
勢
を

明
ら
か
に
し
た
ほ
か
、
自
立
し
た
村
づ
く
り
に
対
応
し
た
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

村
議
会
で
は
議
員
報
酬
の
10
％
減
額

・
農
業
委
員
会
は
定
数
２
人
削
減



広報きたしおばら ⑥

平成17年４月１日付村職員人事異動
（退職はＨ17.3.31付け）

氏　　名
新（異動先）

所　属 職　名 所　属 職　名

旧区
分

斎 藤 　 八 郎 助　　役 助役兼財務政策
課長事務取扱

蟹 巻 　 良 企画政策課 課長 住民ふれあい課 課長
課
　
　
長

班
　
　
　
　
長

課
　
　
　
　
員

派
遣

新
採
用

退
　
　
　
　
職

佐 藤 　 主 善 財務政策課 課長 企画政策課 課長

穴 沢 　 栄 一 住民ふれあい課 課長 議会事務局 事務局長

高 橋 　 光 秋 財務政策課 主幹兼特別徴収
対策専門班長 住民ふれあい課 医療福祉班長

鈴 木 　 悦 夫 議会事務局 事務局長 産業政策課 建設班長

伊 藤 　 淳 一 企画政策課 企画総務班長 企画政策課 地域振興班長

星 　 源 嗣 財務政策課 主幹兼税務班長 財務政策課 特別徴収対策専
門官

佐 藤 　 博 住民ふれあい課 生活班長 産業政策課 農林班長

佐 藤 　 康 一 住民ふれあい課 医療福祉班長 企画政策課 企画総括班長

井 上 　 健 観光政策課 観光政策班長 教育委員会
教育課 教育班長

高 橋 　 淳 産業政策課 建設班長 観光政策課 観光政策班長

五十嵐　信也 産業政策課 農林班長 住民ふれあい課 生活班長

小 椋 　 正 任 教育委員会 教育班長 財務政策課 税務班長

乾 　 澄 子 財務政策課 特別徴収対策専
門官 観光政策課 桧原出張所長

渡 部 　 大 志 産業政策課 技査 産業政策課 副技査
（小千谷市派遣）

小 椋 　 秀 一 財務政策課 主事 企画政策課付
熱塩加納村派遣 主事

須 藤 　 裕 三 観光政策課 主事 観光政策課 主事
（小千谷市派遣）

遠 藤 　 久 彦 観光政策課 主事 産業政策課 主事

小枝　真由美 教育委員会 主事 財務政策課 主事

五十嵐　好孝 産業政策課 主事補 企画政策課付
塩川町派遣 主事補

斎 藤 　 啓 子 教育委員会 主任教諭
（裏磐梯幼稚園） 教育委員会

主任教諭
（北山幼稚園）

五十嵐　美枝子 教育委員会 主任教諭
（北山幼稚園） 教育委員会 主任教諭

（裏磐梯幼稚園）

鈴木　小百合 教育委員会 教諭
（裏磐梯幼稚園） 教育委員会 教諭

（大塩幼稚園）

星 　 真 由 美 教育委員会 教諭
（大塩幼稚園） 教育委員会 主事

五 十 嵐 　 大 企画政策課付 会津地方市町村電子計算
機管理運営協議会派遣 財務政策課 特別徴収対策専

門官

武 藤 　 聖 文 企画政策課 主事 平成17年４月１日付け新採用

板 垣 　 有 香 住民ふれあい課 保健技師 平成17年４月１日付け新採用

五十嵐　義春 退　　職 産業政策課 主任労務員

高 橋 　 英 子 退　　職 教育委員会 主任教諭
（裏磐梯幼稚園）

大場　ちい子 退　　職 教育委員会 専門児童厚生員
（大塩幼稚園兼北山幼稚園）

野 辺 　 善 光 熱塩加納村復帰 （派遣期間満了） 住民ふれあい課 主事

武 藤 　 雄 介 塩川町復帰 （派遣期間満了） 産業政策課 主事

３
月
村
議
会
定
例
会
に

お
い
て
村
収
入
役
選
任
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
17
年
４
月

１
日
か
ら
４
年
で
す
。

収　入　役　

小 椋　 敏 一氏（再任）
（早稲沢）

『
こ
れ
か
ら
毎
日
、
新
し

い
こ
と
に
追
わ
れ
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
場
面
も

出
で
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
つ
一
つ
を
大
切
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

新採用職員紹介

武 藤　聖
きよ

文
ふみ

（北山）

『
４
月
１
日
か
ら
保
健
師

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

出
身
地
は
山
形
県
寒
河

江
市
で
す
。
住
民
の
皆
様

の
健
康
管
理
の
た
め
、
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。』

板 垣　有
ゆ

香
か

（北山）



⑦ 広報きたしおばら

１３，３００円 → １３，５８０円へ
平成17年度から 毎年度２８０円の引き上げ

≪国民年金が平成17年４月より変わります≫
平成16年の法律改正による、平成17年４月からの主な変更点は下記のとおりです。

これまで口座振替は翌月納付（４月分は５月に振替）のみでしたが、当月納付も可能になりました。さらに
当月納付にすれば 保険料の割引 があります。
なお、前納も口座振替の方が割引率は高くなります。

３号の未納期間について、特例の届出を行うことで３号納付期間が承認されます。
※３号とは？：厚生年金等加入者に扶養されている配偶者のこと

①免除基準額の改正
単身世帯について、免除が承認されやすくなります。
②若年者猶予制度の新設
若年者（20歳台の方）は、本人及び配偶者の所得のみで免除の審査がされます。
③免除承認期間の変更
申請が遅れても免除要件を満たしていれば、さかのぼって１年間承認されます。

厚生年金受給者が就業し厚生年金の被保険者になった場合、年金額は一律２割停止されていましたが、今後
は賃金や物価に応じて改正されることになりました。

国民年金の任意加入期間に加入しなかったことで、障害年金を受給していない障害者の方について、認定さ
れれば支給となります。対象となる方は、
（１）平成３年３月以前に国民年金任意加入対象だった「学生」
（２）昭和61年３月以前に国民年金任意加入対象だった「被用者の配偶者」

で、当時の期間内に初診日がある方です。
なお請求の窓口は役場になります。

■問い合わせ先 会津若松社会保険事務所　 ０２４２・２７・６９５１

今
年
は
、
例
年
の
数
倍
も
の
花
粉

が
飛
散
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
マ
ス

ク
や
う
が
い
な
ど
で
予
防
を
し
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
病
院
で
の
３
つ
の
治
療

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

飛
散
が
始
ま
る
２
週
間
前
か
ら

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え
る
薬
を

服
用
し
ま
す
。

症
状
が
出
て
か
ら
薬
を
服
用
す

る
方
法
で
す
。

花
粉
の
種
類
や
即
効
性
、
副
作

用
の
強
弱
な
ど
に
よ
り
薬
が
異
な

り
ま
す
。

薄
め
た
花
粉
エ
キ
ス
を
数
回
に

分
け
て
注
射
し
、
身
体
に
免
疫
を

付
け
さ
せ
る
方
法
で
す
。

徐
々
に
エ
キ
ス
の
濃
度
を
高
め
、

身
体
を
慣
ら
す
こ
と
に
よ
り
花
粉

に
反
応
し
に
く
く
し
て
い
き
ま
す
。

数
年
か
か
り
通
院
回
数
も
多
い

の
で
重
度
の
患
者
さ
ん
が
薬
に
効

き
に
く
い
人
だ
け
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

南
東
北
裏
磐
梯
診
療
所

32
・
２
０
０
９



広報きたしおばら ⑧

小さな火　山に捨てると　大きな火

山火事の発生しやすい時期になりました。
火の始末には、十分、気をつけましょう。

山火事防止強調月間
４月10日 ～ ５月９日

４月１日～５月31日

裏磐梯を知ろう！

「エコツーリズムカレッジ」受講者募集中

環 境 省 裏 磐 梯 エ コ ツ ー リ ズ ム 推 進 モ デ ル 事 業

エコツーリズムカレッジは、地域の皆さんが裏磐梯をもっと深く知ること、観光で訪れたお客さんに
よりよいもてなしを提供できること、裏磐梯の魅力、自然や文化を持続的な利用ができるように保全す
ることなどを講義や実習で学ぶしくみです。地域の皆さんが参加してください。

・裏磐梯のことを深く知る「裏磐梯学講座」、ガイドや宿など観光に携わる皆さんがステップアップするた
めの「育成学講座」、環境を守る理論と技術を学ぶ「保全学講座」の３つです。
・裏磐梯学講座には、裏磐梯の全体像を学ぶ「全体講座」と、地区ごとの宝（資源）を掘りおこす「地域
講座」の２つがあります。
・地域講座は、地区ごとに地域の方を中心に自然、文化、歴史、産業、名人や達人などの「宝」をほりお
こす宝探し探検隊を募って進めます。宝探し探検隊の隊員も募集中です。
・講師は裏磐梯の名人・達人や、地域内外の専門家です。

■問い合わせ・申し込み先
観　光　政　策　課 ３２・２５１１　　
裏磐梯ビジターセンター　 ３２・２８５０



◇
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ

優
　
勝

シ
ョ
ー
ヨ
ー
Ｂ
Ｖ
Ｃ
・
Ｂ
（
松
陽
台
）

準
優
勝

リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ッ
ク
（
大
塩
）

第
３
位リ

ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ッ
ド
（
大
塩
）

◇
ハ
ッ
ス
ル
賞

・
ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ

大
堀
　
一
幸

（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
ラ
ガ
ー
）

湯
浅
千
春

（
シ
ョ
ー
ヨ
ー
Ｂ
Ｖ
Ｃ
・
Ａ
）

高
橋
　
尚
子

（
か
ん
ぽ
の
か
ん
ち
ゃ
ん
ズ
）

・
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ

鈴
木
　
真
由

（
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ッ
ド
）

五
十
嵐
香
織
里

（
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ッ
ク
）

ニ
コ
ラ
・
ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ミ
ス

（
か
え
っ
て
ど
う
も
）

◇
年
間
最
優
秀
選
手
賞
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）

小
椋
　
信
也

（
シ
ョ
ー
ヨ
ー
Ｂ
Ｖ
Ｃ
・
Ｂ
）

◇
年
間
優
秀
選
手
賞

高
橋
　
恵
美

（
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ッ
ク
）

鈴
木
由
美
子

（
シ
ョ
ー
ヨ
ー
Ｂ
Ｖ
Ｃ
・
Ｂ
）

平
成
16
年
度
の
最
終
戦
と
な
る
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
２
月
23

日
・
24
日
の
両
日
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
12
チ
ー
ム
が
激
突
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

《
結
　
果
》

◇
ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ

優
　
勝

シ
ョ
ー
ヨ
ー
Ｂ
Ｖ
Ｃ
・
Ａ
（
松
陽
台
）

準
優
勝

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
ラ
ガ
ー
　
（
裏
磐
梯
）

第
３
位

エ
キ
サ
イ
ト
ラ
ガ
ー
（
裏
磐
梯
）

〜
冬
の
リ
ー
グ
戦
〜

▲ほのぼのリーグ優勝の
ショーヨーＢＶＣ・Ａの皆さん

▲スパーリーグ優勝の
ショーヨーＢＶＣ・Ｂの皆さん

▲年間最優秀選手賞の小椋信也さん（中央）と年間優秀
▲選手賞の高橋恵美さん（左）、鈴木由美子さん（右）

農
家
の
自
宅
で
手
打
ち
そ
ば
屋

を
経
営
す
る
中
川
忠
男
さ
ん
ご
夫

妻
（
下
吉
）
は
こ
の
ほ
ど
、
村
内

３
つ
の
幼
稚
園
を
訪
れ
、
子
ど
も

た
ち
に
手
打
ち
そ
ば
を
ご
ち
そ
う

し
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち

に
、
日
本
伝
統
の
本
物
の
そ
ば
の

お
い
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願
い
か
ら
、
今
回
初
め
て
企

画
し
、
各
園
を
訪
れ
た
も
の
で
、

３
月
４
日
に
は
裏
磐
梯
幼
稚
園
を

訪
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
鍋
で

そ
ば
を
ゆ
で
る
過
程
を
見
学
し
た

後
、
ゆ
で
あ
が
っ
た
そ
ば
を
ザ
ル

や
温
か
い
つ
ゆ
で
何
度
も
お
替
り

し
、
心
の
こ
も
っ
た
極
上
の
そ
ば

を
存
分
に
ほ
お
ば
り
、
お
腹
も
心

も
大
満
足
。
大
喜
び
の
様
子
で
し

た
。最

後
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
中

川
さ
ん
ご
夫
妻
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

手
渡
し
た
ほ
か
、
元
気
に
肩
た
た

き
を
す
る
な
ど
、
精
一
杯
の
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
ご
夫
妻
（
下
吉
）

幼
稚
園
児
に
手
打
ち
そ
ば
振
る
舞
う



m a t i o n

やま

報
やま

報
m a t i o n 広報きたしおばら ⑩

北
山
　
　
武
藤
敏
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

大
塩
　
　
穴
沢
エ
ミ
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

下
川
前
　
星
　
ミ
サ
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

平
成
17
年
度
の
固
定
資
産
税
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
課
税
台
帳

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
、
実
施
し
ま

す
。

■
縦
覧
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
（
金
）
〜

平
成
17
年
５
月
２
日
（
月
）

※
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
縦
覧
場
所

財
務
政
策
課
　

23
・
３
１
１
４

・グランド・フィナーレ
・対岸の彼女
・頭がいい人、悪い人の話し方
・キッパリ！たった５分間で自分を変える方法
・グッドラック
・きっとよくなる！人生はよくなるようにできている
・いま、会いにゆきます
・たったひとつのたからもの
・「もっと、いきたい…」
・義経
・香峯子抄夫・池田大作と歩んだひとすじの道
・脳内エステＩＱサプリ
・伊藤家の食卓裏ワザCookingカンタンレシピブック

・ハリーポッターと不死鳥の騎士団（上）（下）
・かいけつゾロリ食べられる！！
・ハウルの動く城１．２
・わはははは！ことばあそびブックシリーズ
・100万回生きたねこ
・なぞなぞのたび
・うずらちゃんのかくれんぼ
・しろくまくんのひみつ
・ミッケ！ＩＳＰＹ７たからじま
・メイシーちゃんのパタパタ絵本

など、そのほかにもいろいろな本が入りました。公民
館までぜひ借りにきてください。

■問い合わせ先
教育課公民館班　 ２３・０５３４

納税は期限内に！
振替納税（振替日）
○所得税　　　　　　　　４月19日（火）
○個人事業者の消費税　　４月26日（火）

（ご注意）
振替日の２・３日前までに預貯金残高の確認をお願いします。
口座振替にならなかった場合は、延滞税が加算されます。

■問い合わせ先
喜多方税務署管理徴収担当　 ２４・５０５１

☆一般図書

☆児童図書

＊いちばんすてきな本は、おとうさんおかあさんの
声で読む本だ。

＊いい本に出会うことは、いい人に出会うことに似
ている。

～文部科学省『家庭教育手帳』より～
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休日当番医

あきもと整形外科クリニック… 2 1 - 1 5 1 5
渡邉小児科医院……… 2 2 - 3 1 3 3

いとう眼科…………… 2 2 - 5 9 0 0
猪俣医院……………… 2 2 - 0 2 6 4

きたかた診療所……… 2 3 - 3 6 1 1
入澤病院………………… 2 2 - 0 2 6 7

君島内科消化器科クリニック… 2 4 - 5 8 0 0
田中医院……………… 2 2 - 0 1 4 1

斎藤医院……………… 2 2 - 0 2 1 2

第二次救急当番医

有隣病院………………… 2 4 - 5 0 2 1

県立喜多方病院………… 2 2 - 2 1 8 1

佐原病院………………… 2 2 - 5 3 2 1
県立喜多方病院………… 2 2 - 2 1 8 1
小野病院………………… 2 2 - 0 4 1 4
鳴瀬病院………………… 2 4 - 3 3 3 3
有隣病院………………… 2 4 - 5 0 2 1

鳴瀬病院………………… 2 4 - 3 3 3 3
小野病院………………… 2 2 - 0 4 1 4

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする重
症患者の救急医療体制です。

猪苗代湖および裏磐梯湖沼群流域の水質環境保全に関する実践活動、調査研究活動、普及啓発活
動等を主体的・自主的に実施する個人または団体に対し、その活動経費を助成します。
■対 象 者
水環境保全に関する自主的な活動を行っている個人または団体

■助 成 額
１団体当たり上限20万円

■申込締切
５月13日(金)必着

■申込方法
所定の用紙により猪苗代湖・裏磐梯湖沼水環境保全対策
推進協議会（福島県水環境グループ）に提出してください。
※申請書は協議会ホームページよりダウンロードできます。
http://www.ht-net21.ne.jp/～kosuikyo/ 

■問い合わせ先
福島県水環境グループ　 ０２４・５２１・７２５８

美しい湖沼群を守る活動をしてみませんか！
「きらめく水のふるさと磐梯」湖美来

み ず み ら い

基金
水質環境保全活動支援事業募集のお知らせ

独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
が
実

施
す
る
緑
資
源
幹
線
林
道
「
米
沢
・

下
郷
線

北
塩
原
・
磐
梯
区
間
」
の

工
事
の
着
手
に
先
立
ち
、
自
然
環
境

の
保
全
へ
の
配
慮
か
ら
環
境
調
査
を

行
い
、
環
境
保
全
調
査
報
告
書
を
作

成
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
報
告
書
を

次
の
と
お
り
公
開
し
ま
す
。

■
公
開
者

独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構

理
事
長
　
判
　
次
雄

（
担
当
　
計
画
評
価
部
環
境
課
）

・
住
所
　
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区

大
宮
町
１
３
１
０

■
公
開
期
間

平
成
17
年
４
月
13
日
（
水
）
〜

平
成
17
年
４
月
27
日
（
水
）

■
公
開
場
所

①
村
産
業
政
策
課

23
・
３
２
６
１

②
独
立
行
政
法
人
　

緑
資
源
機
構
福
島
地
方
建
設
部

・
住
所
　
福
島
市
栄
町
６-

６

（
ユ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
）

０
２
４
・
521
・
１
９
９
７

人事院では、国家公務員採用Ⅱ種試験（大学卒業程度）

を実施します。

受付期間は４月13日（水）から４月22日（金）まで

で（郵送により申込む場合は、最終消印有効）、第１次試

験は６月19日（日）に行います。

なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内容につ

いては、人事院ホームページまたは、下記にお問い合わ

せください。

■問い合わせ先

人事院東北事務局第二課試験係

０２２・２２１・２０２２

人事院ホームページ

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
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今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

４
月
27
日
（
水
）

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

32
・
２
９
２
７

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

固
定
資
産
税
　
　
　
　
　
　
１
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
３
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
４
月
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

星
　
　
　
夢ゆ

め

西
沢
　
大
和

や
ま
と

学
佐
知
子

剣

ケ

峯

剣

ケ

峯

((

))

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
17
年
３
月
１
日
〜

３
月
31
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

橋
マ
ツ
ヨ
（

勇
・
母
）
大
塩
下
区

黒
澤
　
秋
雄
（
俊
光
・
父
）
狐
鷹
森

小
川
　
長
一
（
ア
イ
子
・
夫
）

樟

吉
田
　
勝
男
（
博
子
・
夫
）
剣
ケ
峯

佐
藤
　
　
廣
（
貞
一
・
父
）
蛇
　
平

小
千
谷
市
派
遣
の
職
員
２
人
帰
村

小
千
谷
市
派
遣
の
職
員
２
人
帰
村

関
広
一
市
長
は
、「
地
方
自
治
体
の
運
営
が
厳
し

い
さ
な
か
、
職
員
数
の
少
な
い
北
塩
原
村
か
ら
２

人
も
の
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
こ
れ
以
上
の
感

謝
は
な
い
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

▲左から山本建設課長（小千谷市）、須藤裕三主事、渡部大志技査、
高橋村長

▲来場者にプレゼントされた村産のタラノメとコシヒカリ


